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「富山ライトレールのトータルデザイン」富山ライトレ ルのト タルデザイン」
まちづくりのリーディングプロジェクトとして
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公共プロジェクトにおけるデザインの意味

・何のため、誰のためのデザインか

豊かな地域づくり(社会)のため豊かな地域づくり(社会)のため

市民及び、外来者のため

・経済的意味

地域社会の活性化

新しい社会価値の創造新しい社会価値の創造

・文化的意味

地域の文化価値の向上

人々の豊かな感性、モラルの向上



何故富山はトータルデザインを必要としたか

街のかかえている課題

・高い乗用車保有率 1.73台／1世帯あたり(全国2位）
・道路整備率 71.7％ 全国1位
・広域都市圏の自動車分担率 71.2％広域都市圏の自動車分担率 71.2％
・人口集中地区の人口密度 4.2人／ha全国県庁所在地の中で最下位

●薄く広い低密度な市街地
●自動車交通への高い依存度



何故富山はトータルデザインを必要としたか

まちづくりの課題と方針

・自動車が自由に使えない人にとって暮らしにくい自動車が自由に使えない人にとって暮らしにくい
・都市管理に関する行政コストが高い
・中心区の空洞化による都市活力の低下
・今後の人口減少による低密度化の進行・今後の人口減少による低密度化の進行
・高齢化の進行による交通弱者の増加

●公共交通を軸とした拠点集中型のコンパク
トなまちづくりトなまちづくり

●拠点間をつなぐ｢串｣と歩いて楽しめる｢団
構造子｣の構造



串と団子の都市構造イメージ串と団子の都市構造イメージ



富山ライトレール事業の目標

・街の課題を解決し まちづくりを実現するリ ディングプ・街の課題を解決し、まちづくりを実現するリーディングプ
ロジェクトに

・長期目標に向けて、市民、企業、社会の理解と基盤となる
意識を育む



全体スケジュール全体スケジュ ル



富山ライトレールの位置と概要富山ライトレ ルの位置と概要



トータルデザインのコンセプトと目標

・街づくりと連携し富山の新しい生活価値を創造する・街づくりと連携し富山の新しい生活価値を創造する

・都市の新しい風景を創る都市の新しい風景を創る
・新しい生活パターンを創る
・地域の価値を再発見する

創・地域社会の新たな価値を創る



2-トータルデザインコンセプトTOYAMA CREATIVE LINE

・ウォーキングやサイクリングの誘発

・日常の中での待ち時間＋移動時間の活用

・アルプスの景観
・富山湾の海

⾏動景観

日常の中での待ち時間＋移動時間の活用

・運河再生事業と親水空間整備、歩行ネットワー

ク、回遊性

富山湾の海
・四季の変化

・利便性の向上とともに創出される沿線ステータス
・歴史的街並み

・北前船の栄華の面影

観光 住居

・運河、閘門等の水運都市の姿



トータルデザイン四つの視点TOYAMA CREATIVE LINE

都市の新しい風景を創る都市の新しい風景を創る

新しい生活行動を創る



コラボレーションワーク

・専門家とのコラボレ ション・専門家とのコラボレーション

・行政、市民、企業のコラボレーション行政、市民、企業のコラボレ ション



2-トータルデザインコンセプト魅力づくりの構造



ハードのデザイン

・車両・車両
・電停
・サインサイン
・ヴィジュアルアイデンティティ／アプリケーション



車両デザイン

・先進イメージの車両外観
・明るく人にやさしい車内デザイン



3-車両デザイン車両外装デザイン（デザインアイデア）

ト ボ イ ビトールボーイ ワイドビュー

シャープウエッジ ラウンドスリーク



3-車両デザイン車両外装デザイン（決定案）

応募総数1157件 Design D に507票で決定応募総数1157件、 Design D に507票で決定

フルフェイスのガラスキャノピーによる未来的なイメージ



3-車両デザイン⾞両外装デザイン（カラーリング案）

・Snow white 立山の新雪をイメージ
したホワイトボディ

・乗降口を顕在化するアクセントカラー





電停デザイン

・風とマストがイメージ

・安全、安心のデザイン



4-電停デザイン

マストを屋根の吊り元として、積雪地特有の構造条件に生かしたデザイン。

標準駅

マストを屋根の吊り元として、積雪地特有の構造条件に生かしたデザイン。

ガラス主体の透明感のある壁面。



サインデザイン

・わかりやすいサイン

・地域の観光案内も



6-サインデザインサインシステム図



ヴィジュアルアイデンティティデザイン

・命の海をシンボライズしたマークとカラー

・最良のサービスと責任の証



8-VIデザインシンボルマークの検討



8-VIデザインシンボルマークの決定案

「TOYAMAの「T」
ブランドカラーは富山湾の深層水をイメージした「いのちのブルー」



ソフトのデザイン

・企業 市民参加の仕組み・企業、市民参加の仕組み

・タイムリーなイベント、広報媒体のデザインタイムリ なイ ント、広報媒体のデザイン



個性化スペースデザイン

・地域情報の発信

・駅特性の表現

・地元デザイナーの参加

・地元企業の協賛

・トータルデザインコーディネイト



7-個性化スペースデザイン電停壁面表示



広告計画

・環境の活性化と収入確保



10-広告計画

広告掲出の留意点広告掲出の留意点



広報計画

市民の理解と開業 の盛り上がり醸成・市民の理解と開業への盛り上がり醸成

・親しみやすさと市民意識の育成



9-広報計画広報・イベントのマスタープラン



9-広報計画市民・地元企業による支援



メンテナンスデザイン

・ライトレール関連グッズ

・地元高校の参加とキャラクター開発地元高校の参加とキャラクタ 開発

・関連施設整備への支援

各・年間の各種イベント







デザインが富山の風景と市民の心を変えた

新鮮な街の風景・新鮮な街の風景

・笑顔と会話、広がるやさしさ

・目に見え、誇りに思う地域の資産

・みんなで盛り上げるまちづくり・みんなで盛り上げるまちづくり





3-車両デザイン実車両外装写真



3-車両デザインユニバーサルデザイン



開業後の変化開業後の変化

・利用者の増加利用者の増加

・観光、帰宅利用者の増加

交 転換・交通手段の転換

・高齢者利用の増加
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今後の展開今後の展開

・市内電車環状化計画

・富山駅連続立体高架事業後、路面電車南北乗り入れ計画



ＬＲＴネットワークの形成



駅舎、南北駅前広場整備



新幹線開通、路面電車南北乗り入れ



公共デザインに於けるPMの意味

・デザイン・設計のマネ ジメント・デザイン・設計のマネージメント
地域文化として街の価値を醸成させる

・目標共有化のためのマネージメント
市民、企業、行政の気持ちをひとつにする

・トータルな成果のためのデザインマネージメント
社会実験 プロジェクト 運用展開及び 関連するプ社会実験、プロジェクト、運用展開及び、関連するプ
ロジェクトをひとつのコンセプトとしてつなぐ


